
足立区立第十一中学校（東京都）【協力校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業　【実践事例】
【取組内容①】職場体験のまとめのスライドを協働して作成し、スプレッドシートで自己分析する
　　　　　　　（「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実）

取り組み内容

　 職場体験の事後学習として下級生に向けて発表するため
に、体験班ごとでスライドを作成した。毎授業の終末に個人で
振り返りを行い、変容を実感できるように工夫した。

取り組みの詳細・工夫点

　事後学習のスタートで全体の流れとルーブリックを提示し、目
標設定を共有した（図１）。ルーブリックに沿って、体験班ごとに
Googleスライドとドキュメントで発表資料、発表原稿を作成した
（図２）。毎授業教員から学習課題を提示し、振り返りを Google
フォームで行った。Googleスプレッドシートとリンクさせ、個人の
振り返りがポートフォリオとして蓄積できるように工夫した（図
３）。

成果

　ルーブリックがあることで、生徒自身も教員も目標の明確化
につながった。Googleスライドやドキュメントを使用し共同編集
することで、協働的な学びにつながった。また、毎授業で提示さ
れる学習課題とともにルーブリックのポイントと比べて振り返り
をすることで、個人の課題解決につながった。 Googleスプレッド
シートは、単元を通しての考えの変化を生徒自身が実感できる
ようなった。

図３　振り返りのポートフォリオ（スプレッドシート）

図２　体験班ごとの発表資料の作成の様子

図１　全体の流れとルーブリック（ドキュメント）


